
「
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
」
が

成
立
し
、
自
治
体
は
２
０
２
６

年
３
月
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
事
務
処
理
の
時
間
短
縮
な
ど

合
理
化
が
進
む
一
方
、
個
人
情
報
の
漏

洩
や
、
職
員
の
削
減
、
高
齢
者
等
利
用

が
難
し
い
な
ど
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

５
年
間
と
い
う
短
期
間
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
自
治
体
の

独
自
性
を
保
ち
、
町
民
の
福
祉
の
増
進

が
図
ら
れ
る
内
容
に
な
る
よ
う
次
の
点

を
伺
う
。

⑴
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
評
価
は
。

⑵
事
業
推
進
の
計
画
と
体
制
は
。
外
部

か
ら
の
人
材
登
用
が
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
情
報
保
護
の
た
め
に
職
員
を
充
足

し
対
応
を
。

⑶
町
民
と
職
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

体
制
を
。

⑷
国
の
基
準
に
合
わ
せ
た
、
個
人
情
報

保
護
条
例
の
改
正
が
必
要
と
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
個
人
情
報
、
行

政
情
報
の
保
護
が
担
保
さ
れ
る
対
応
を
。

⑸
住
民
基
本
台
帳
や
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
、
介
護
、
国
保
な
ど
20
事
務
が
国

に
合
わ
せ
て
標
準
化
さ
れ
る
。
町
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
が
崩
さ
れ
か
ね
ず
、
改
善

を
国
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

 

町　

長 

⑴
自
治
体
が
担
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に
よ
り
業

務
の
効
率
化
を
図
り
、
人
的
資
源
を
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
様
式
の
統
一
化
等
を

図
り
つ
つ
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
デ
ー

タ
の
円
滑
な
流
通
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
行
政
の
効
率
化
、
高
度
化
を

図
る
と
と
も
に
、
民
間
の
デ
ジ
タ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
新
た
な
価
値
等
が
創
出

さ
れ
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
個
人
情
報

の
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
情

報
格
差
問
題
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

伴
う
情
報
や
事
務
処
理
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
の
人
材
や
体
制
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
国
を
は
じ
め
、
北
海
道
や
他

市
町
村
の
動
向
等
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
十
分
留
意
し
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
ら
え
て
い
る
。

⑵
⑶
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
職
員

が
中
心
と
な
り
進
め
、
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
人

材
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
人
材

確
保
方
法
に
つ
い
て
、
外
部
委
託
等
を

含
め
検
討
し
た
い
。

　

自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
シ
ョ
ン
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
十
分
に
行
い
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
職
員
に
あ
っ
て

は
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
時

間
を
、
職
員
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
業

務
に
重
点
化
す
る
と
い
っ
た
方
向
に
意

識
を
変
革
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た

っ
て
町
民
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う

効
果
的
か
つ
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
。

⑷
令
和
３
年
５
月
公
布
の
「
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
国

の
行
政
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
、
民

間
事
業
者
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
地

方
独
立
行
政
法
人
ご
と
に
分
か
れ
て
い

た
個
人
情
報
保
護
制
度
が
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
に
統
合
さ
れ
、
全

体
の
所
管
が
個
人
情
報
保
護
委
員
会
に

一
元
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
条
例

か
ら
法
律
へ
と
制
度
の
根
拠
が
変
わ
る

こ
と
と
な
り
、
町
と
し
て
は
、
一
つ
に

な
っ
た
個
人
情
報
保
護
制
度
と
従
来
の

条
例
に
基
づ
く
制
度
運
用
と
を
検
証

し
、
令
和
５
年
の
完
全
施
行
に
向
け
て

円
滑
に
移
行
す
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

⑸
国
は
令
和
７
年
度
ま
で
に
シ
ス
テ
ム

を
適
合
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
お

り
、
多
様
な
地
方
公
共
団
体
の
実
情
や

進
捗
を
き
め
細
か
く
把
握
し
、
丁
寧
に

意
見
を
聴
い
て
進
め
る
と
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
事
業
推
進
に
当
た
っ

て
は
町
村
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た

き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
う
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
全
国
町
村
会
を
通
じ
て
国

に
今
後
も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

 

再
質
問 

　

こ
ど
も
の
医
療
費
の
中
学
校
卒
業
ま

で
の
無
料
化
な
ど
幕
別
町
独
自
の
政
策

が
、
国
の
「
標
準
化
」
に
よ
り
見
直
し

の
危
険
が
あ
る
。
独
自
政
策
は
し
っ
か

り
守
る
こ
と
。
ま
た
窓
口
の
Ａ
Ｉ
化
は

行
う
べ
き
で
は
な
い
が
。

 

答 

　

標
準
シ
ス
テ
ム
に
つ
な
ぐ
う
え
で
、

幕
別
町
独
自
の
シ
ス
テ
ム
が
使
え
な
く

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
う
。
ま
た
、

窓
口
の
Ａ
Ｉ
化
に
よ
る
無
人
化
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

答問
効
果
的
な
推
進
体
制
を
構
築
し
、
着
実
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

自
治
体
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
の
取
り
組
み
と
課
題

■ 一 般 質 問 ■ 

⓫

問

2022.6 月号

中橋　友子 議員
（副議長）


